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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

11.25『お姉ちゃん、ボクにもやらせてっ！』
（11月 14日・子育て支援ネットワーク『ひろば』事務所壁画制作『色つけ公開作業』にて）
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50,781人（50,752人）  11月１日現在の住民基本台帳による人口（　　）内は前月の統計

男 25,054 人（25,032人） 世帯数 21,619世帯
女 25,727人（25,720人） （21,605世帯）
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（２００４年・第５９５号）

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
で
は
、
降
雪
時
に
円

滑
な
列
車
運
転
を
確
保
す
る
た
め
、
除

雪
車
を
運
転
し
ま
す
が
、
一
部
の
踏
切

道
で
は
、
除
雪
車
が
通
行
で
き
な
い
た

め
踏
切
を
一
時
撤
去
し
、
全
面
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
運
動
の
重
点
】

　

 

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

 　

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

 　

・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

　

こ
の
時
季
は
、
忘
年
会
な
ど
飲
酒
す
る
機

会
が
多
く
な
り
、
飲
酒
運
転
等
の
暴
走
運
転

が
懸
念
さ
る
ほ
か
、
積
雪
・
凍
結
路
面
で
の
ス

リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
冬
道
用
の
タ
イ
ヤ
等
を
装
着
し
、

急
ブ
レ
ー
キ
・
急
ハ
ン
ド
ル
・
急
加
速
を
避
け
、

夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
や
町
内
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
等
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
話
し
合

い
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
高
齢
者

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
飲
酒
運
転
四
な
い
運
動
』を
展
開

し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

【
飲
酒
運
転
四
な
い
運
動
】

①
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

②
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

③
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い

④
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い

※
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
て
、
交
通

事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
『
む
つ
市
』

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
冬
道
の
安
全
運
転
三
原
則
】

１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

２
倍
の
車
間
距
離

３
分
早
め
の
出
発

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�
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線
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冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日
（
土
）
〜
20
日
（
月
）
は

冬
期
間
、
踏
切
道
が
一
部
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

〈
冬
期
間
通
行
止
め
と
な
る
踏
切
道
〉

（
12
月
１
日
〜
翌
年
３
月
26
日
）

 

・
中
の
沢
踏
切
道（
有
畑
〜
近
川
）

 

・
第
一
近
川
踏
切
道（
有
畑
〜
近
川
）

 

・
浅
の
沢
踏
切
道（
近
川
〜
金
谷
沢
）

※
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
通
行
止
め
期

間
に
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
青
森
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７

－

７
８
１

－

１
２
０
０

　

架
空
請
求
、
ヤ
ミ
金
融
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
者
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
身
近

な
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◎
架
空
請
求

　

中
学
生
の
娘
が
、
友
人
に
勧
め
ら

れ
た
サ
イ
ト
を
携
帯
電
話
で
見
て
い

た
こ
と
ろ
、
い
き
な
り
カ
ー
ソ
ル
が

動
い
て
、
一
番
下
に
あ
っ
た
ら
し
い
広

告
が
出
て
き
た
の
で
あ
わ
て
て
消
そ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
間
違
っ
て
決
定

ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
し
く
、
別
の
サ

イ
ト
が
表
示
さ
れ
た
。
そ
の
サ
イ
ト

で
は
、
い
き
な
り『
入
会
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
の
個
体
識
別

番
号
×
×

－

×
×
×（
携
帯
電
話
の
機
種
な

ど
の
番
号
）が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
利
用

料
金
１
万
８
千
円
を
本
日
よ
り
３
日

以
内
に
下
記
口
座
ま
で
お
振
り
込
み

く
だ
さ
い
』と
表
示
さ
れ
た
の
で
、
す

ぐ
に
娘
は
携
帯
を
切
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
娘
の
友
人
は
、
あ
る
サ
イ
ト

を
開
い
た
と
こ
ろ
、『
携
帯
情
報
を
送

信
し
ま
す
か
』と
表
示
さ
れ
た
の
で
、

不
審
に
思
い
『
い
い
え
』を
選
ん
だ
が
、

『
ご
登
録
を
完
了
し
ま
し
た
』と
し
て

端
末
識
別
番
号
が
表
示
さ
れ
、
３
日

以
内
に
３
万
円
を
振
り
込
め
、
払
わ

な
い
と
事
務
手
数
料
５
万
円
な
ど
を

追
加
請
求
す
る
と
表
示
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
と
い
う
。
ま
だ
、
携
帯
電
話

に
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
請
求
は
来
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
今
日
が
支
払
期
限

な
の
で
、
娘
は
払
っ
た
方
が
よ
い
の
か

悩
ん
で
い
る
。
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

▼
今
回
の
よ
う
に
、
携
帯
を
い
じ
っ
て
い

た
ら
突
然
『
登
録
完
了
』な
ど
と
表
示

さ
れ
、
機
種
名
な
ど
を
含
む
『
個
体
識

別
番
号
』を
『
登
録
』し
た
と
し
て
サ
イ

ト
利
用
料
を
請
求
す
る
表
示
が
現
れ

た
、
と
い
っ
た
事
例
が
最
近
増
え
て
い

る
。
事
例
の
よ
う
に
、
事
前
に
誤
解

を
生
じ
な
い
形
で
料
金
を
表
示
し
た

り
、『
入
会
』『
登
録
』な
ど
に
伴
い
料

金
が
発
生
す
る
旨
の
確
認
（
警
告
）が

な
い
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
料
金
の
支

払
義
務
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
有
料

の
利
用
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
と

言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
請
求
の
根
拠

が
な
い
不
当
な
請
求
に
対
し
て
は
、

①
送
金
を
せ
ず
に
無
視
す
る

②
相
手
の
連
絡
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
わ
か
る
と
き
も
連
絡
を
せ
ず
、
早
め

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

③
支
払
う
べ
き
請
求
と
勘
違
い
し
て
送

金
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
警
察

に
被
害
届
を
出
す

　

な
お
、『
個
体
識
別
番
号
』か
ら
、
携

帯
利
用
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
が

分
か
る
こ
と
は
な
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
請
求

者
に
対
し
て
、
自
ら
連
絡
を
取
り
自
宅
や

職
場
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
な
ど
の

個
人
情
報
を
教
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
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１
１
１
内
線
５
４
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青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
む
つ
相
談
室

�
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７
０
５
１

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
コ
ー
ナ
ー 

No.9

『新むつ小川原開発基本計画』にご意見をください
　青森県では、今後のむつ小川原開発の基本的指針となる『新むつ小川原開発基本計画』の素案について、

みなさまからご意見を募集します。

〈募集期間〉 平成16年 12月１日（水）～平成17年１月４日（火）
※計画（素案）については、県のホーページでご覧になれるほか、県むつ小川原振興課（県庁東棟４階）、県行政資料センター、県の各合同庁舎地域住民情報コー
ナーや、むつ市役所をはじめ関係市町村の市役所および町村役場で、ご覧いただけます。なお、期間中の閉庁日（土・日・祝日・12/29～1/3）は、ご
覧になることはできませんので、ご了承願います。

〈詳しくは〉

県むつ小川原振興課�017-734-9740　市企画課企画係�22-1111 内線 212
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（２００４年・第５９５号）

11
月
30
日（
火
）は
、
市
税
と

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）の

第
６
期
の
納
期
限
で
す

　

7
月
中
旬
に
、
第
2
期
分
か
ら
第
10

期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
第
6
期
分
の
納
付
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
書
を

紛
失
し
た
方
は
、
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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１
内
線
１
９
５
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９
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暮らしに役立つ

税 情報

市
税
の
口
座
振
替
の
ご
案
内

　
「
市
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
を
毎
月

納
め
る
の
が
、
面
倒
！
」と
い
う
方
に

は
、
大
変
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
ま

す
と
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
か
ら
税

金
が
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
確
実
に
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
納
期
限
日
が
振
替
日
）。

　
『
う
っ
か
り
納
付
書
を
な
く
し
た
』

『
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
た
』『
毎
月

の
納
付
が
煩
わ
し
い
』を
解
消
で
き
る

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
の
対
象
〉

 

・
市
県
民
税

 

・
固
定
資
産
税

 

・
都
市
計
画
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

 

・
軽
自
動
車
税

 

・
介
護
保
険
料

〈
申
込
場
所
〉

　

市
税
の
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
最

寄
り
の
郵
便
局
（
申
込
用
紙
は
、
各
々
の

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
預
貯
金
通
帳

 

・
届
出
印

 

・
納
税
通
知
書（
納
付
書
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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９
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県
税
の
口
座
振
替
の
ご
案
内

  

青
森
県
で
は
、
県
税
の
口
座
振
替
の

申
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
な
か
で
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業

税
に
関
す
る
口
座
振
替
の
申
込
方
法
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
口
座
振
替
の
対
象
〉

 

・
中
間
申
告
分（
み
な
す
申
告
分
を
除
く
）

 

・
確
定
申
告
分（
期
限
内
申
告
分
に
限
る
）

〈
申
込
場
所
〉

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所

※
申
込
用
紙
（
口
座
振
替
依
頼
書
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉

通
帳
お
よ
び
預
金
届
出
印

※
預
金
口
座
は
、
依
頼
者
（
納
税
義
務
者
）

本
人
名
義
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

〈
振
替
日
〉

  

原
則
と
し
て
、
申
告
期
限
の
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
25
日

※
中
間
、
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
日
ま
で

に
県
税
事
務
所
に
到
達
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
納
期
分
か
ら
口
座
振
替
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
振
替
日
か
ら
数
日
間
に
納

税
証
明
書
の
交
付
申
請
を
行
な
う
場
合
に

は
、
口
座
振
替
分
の
記
帳
を
行
な
っ
た
通

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
総
務
課

�
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65
才
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

65
才
に
な
る
と
全
て
の
人
が
、
介
護

保
険
料
の
第
1
号
被
保
険
者
と
な
っ
て

介
護
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
所
得
状
況
に
見
合
っ
た
料
金

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
基
準
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

65
才
以
上
の
方
が
、
ど
の
段
階
に
あ

て
は
ま
る
か
で
年
間
の
介
護
保
険
料
が

決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
の
中
途
で
65
才
に
な
ら
れ

た
方
は
、
前
記
の
金
額
を
月
割
計
算
し

て
年
額
を
算
出
し
、
保
険
料
を
決
定
し

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�
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11
月
26
日
〜
12
月
25
日
は

　

市
税
完
納
強
化
月
間

　

市
で
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
25
日

ま
で
の
1
か
月
間
を
『
市
税
完
納
強
化

月
間
』と
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る

市
税
の
整
理
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

例
年『
納
め
忘
れ
』に
よ
る
未
納
が
多

数
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
ご
確

認
と
納
付
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
都
合
に
よ
り
納
付
が
遅
れ

て
い
る
方
の
た
め
の
『
納
税
相
談
』を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
９
２
〜
１
９
４

段
階 対象者 年額保険料

１
 ・生活保護受給者

 ・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金を受給している方
23,400円

２  ・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金を受給していない方 35,100円

３  ・世帯のだれかに市民税が課税されているが、本人は非課税の方 46,800円

４  ・本人に市民税が課税されていて、本人の年間所得額が200万円未満の方 58,500円

５  ・本人に市民税が課税されていて、本人の年間所得額が200万円以上の方 70,200円

こ
の
街
を

あ
な
た
の
税
が

支
え
て
る
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第
10
回
む
つ
市
文
化
表
彰

　

平
成
16
年
度
の
文
化
賞
と
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
、
去

る
11
月
３
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

む
つ
市
文
化
表
彰
は
、
市
民
ま
た
は
市
出
身
の
方
を
対
象

に
、
学
術
・
文
化
活
動
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

文
化
賞
は
こ
れ
ま
で
の
永
年
の
功
績
に
対
し
て
、
ま
た
文

化
奨
励
賞
は
将
来
の
活
躍
に
期
待
を
こ
め
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。（
敬
称
略
）

文化賞

葛　

西　

富　

夫 

（
71
才
）

　

歴
史
学
者
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
数
多
く
の
著
作
を
発
表
し
今
日
に
至
る
。

　

こ
れ
ま
で
、『
む
つ
市
史（
近
代
編
）』（
昭
和
61
年
）の
ほ
か
、
教
育
史
の
分
野
で
も『
下

北
教
育
史
考
』（
昭
和
38
年
）、『
む
つ
市
教
育
史
』（
昭
和
54
年
）、『
青
森
県
の
教
育
史
』

（
昭
和
60
年
）な
ど
多
数
を
執
筆
。

　

特
に
、
わ
ず
か
１
年
余
り
の
治
世
な
が
ら
、
そ
の
後
の
む
つ
下
北
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
斗
南
藩
に
注
目
し
、『
斗
南
藩
史
』（
昭
和
46
年
）、『
北
の
慟
哭
』（
昭
和
55
年
）、

『
新
訂
会
津
・
斗
南
藩
史
』（
平
成
４
年
）な
ど
、
精
力
的
に
著
作
を
発
表
す
る
か
た
わ
ら
、

『
遡
北
の
会
津
士
魂
』、『
戊
辰
戦
争
と
会
津
藩
』、『
斗
南
の
立
藩
と
青
森
県
』ほ
か
多
く

の
講
演
を
行
な
う
な
ど
地
域
史
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

文化奨励賞

吹　

野　

芳　

忠 

（
72
才
）

　

洋
画
家
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
数
多
く
の
作
品
を
を
創
出
し
今
日
に
至
る
。

　

昭
和
63
年
、
平
成
２
年
、
平
成
６
年
に
県
展
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
平
成
９
年
か
ら

は
日
象
展
に
初
出
品
、
新
人
奨
励
賞
を
受
賞
、
会
友
と
な
る
。

　

平
成
12
年
、
平
成
14
年
に
は
日
象
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
画
力
は
高
く
評
価
さ

れ
、
現
在
、
日
象
展
を
主
催
す
る
日
本
表
象
美
術
協
会
の
評
議
員
を
務
め
て
い
る
。

　

平
成
14
年
に
は
陶
芸
作
品
を
第
11
回
河
北
工
芸
展
に
初
出
品
、
入
選
す
る
な
ど
、
氏

の
活
動
は
洋
画
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

文化奨励賞

室　

舘　

洋　

一 

（
62
才
）

　

洋
画
家
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
数
多
く
の
作
品
を
を
創
出
し
今
日
に
至
る
。

　

美
術
教
師
と
し
て
む
つ
市
造
形
研
究
会
長
、下
北
造
形
研
究
会
長
、県
理
事
等
を
歴
任
。

　

次
代
の
文
化
を
担
う
生
徒
の
育
成
に
尽
力
す
る
か
た
わ
ら
精
力
的
に
作
品
を
発
表
。

平
成
14
年
日
象
展
新
人
奨
励
賞
、
平
成
15
年
同
展
マ
ツ
ダ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の

画
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
16
年
に
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
芸
術
祭
に
お
い
て
、
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
国
際
芸
術

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
今
後
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

文化奨励賞

畑　

中　

勝　

利 

（
61
才
）

　

書
家
と
し
て
研
鑽
を
積
み
、
数
多
く
の
作
品
を
を
創
出
し
今
日
に
至
る
。

　

平
成
８
年
と
10
年
に
書
道
芸
術
院
展
で
特
選
を
受
賞
。
ま
た
、
書
の
分
野
で
は
権
威

の
あ
る
毎
日
書
道
展
に
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で
連
続
入
選
、
平
成
11
年
に
は

会
友
に
推
挙
さ
れ
る
。

　

河
北
書
道
展
で
は
、
昭
和
63
年
か
ら
今
年
ま
で
18
年
連
続
入
選
す
る
な
ど
、
今
後
さ

ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

むつ衛生センターからのお知らせ

年 末 の し 尿 汲 み 取 り の 予 約 は

12月15日（水）までに！
〈予約申込先〉

㈲下北環境保全　�22-1834

谷川環境衛生開発㈱　�22-2659

〈詳しくは〉

むつ衛生センター　�26-2126

『新潟県中越地震災害義援金』 受付中！

〈義援金名〉『新潟県中越地震災害義援金』

〈受付締切〉12月30日（木） 　　　　　

〈受付場所〉 市児童家庭課青少年・社会係

〈詳しくは〉
市児童家庭課青少年・社会係 �22-1111内線412

（２００４年・第５９５号）
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も
う
す
ぐ
冬
休
み
で
す
ね
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
と
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
。

　

ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
、
お
話
に
し
て
贈
り
ま
す
。

　

お
話
の
ほ
か
に
カ
ー
ド
や
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
づ
く
り
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

何
を
や
る
か
は
、
そ
の
日
ま
で
の
お

楽
し
み
。

　

き
っ
と
図
書
館
に
き
て
ね
。

〈
い
つ
〉12
月
18
日（
土
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館
集
会
室

　

市
で
は
現
在
、
母
子
お
よ
び
寡
婦
福

祉
資
金
予
約
貸
付
の
受
付
け
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　

母
子
寡
婦
家
庭
で
あ
り
、
平
成
17

年
４
月
か
ら
進
学
を
希
望
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
、
並
び
に
父
母

の
い
な
い
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

・
母
子
福
祉
資
金
…
20
才
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

 

・
寡
婦
福
祉
資
金
…
20
才
以
上
の
学

生
を
扶
養
し
て
い
る
方

〈
貸
付
対
象
資
金
〉

 

・
修
学
資
金　

 

・
修
業
資
金

 

・
就
学
支
度
金

下
北
文
化
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

番
組
入
替
え
の
お
知
ら
せ

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、、
冬
の
番

組
へ
の
入
替
え
作
業
の
た
め
、
11
月
27

日（
土
）と
12
月
４
日（
土
）の
投
影
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
冬
の
番
組
は
、
次
の
内
容
で

12
月
11
日
（
土
）よ
り
投
影
す
る
予
定

で
す
。
一
般
投
影
日
時
は
、
毎
週
土
曜

日
、
１
日
２
回
の
投
影
と
な
り
ま
す
が
、

土
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
投
影
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
機
器
の

故
障
等
に
よ
り
投
影
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等

で
ご
確
認
の
う
え
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

〈
番
組
名
〉

『
銀
河
鉄
道
999
〜
消
え
た
太
陽
系
〜
』

〈
投
影
日
時
〉毎
週
土
曜
日

①
午
前
10
時
〜　

②
午
後
２
時
〜

〈
観
覧
料
〉

 

・
大
人（
高
校
生
以
上
）
…
220
円

 
・
小
人
…
100
円

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
文
化
会
館

�

22

－

８
４
１
１

平
成
16
年
度
『
母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
予
約
貸
付
』
受
付
中

〈
提
出
書
類
〉

 

・
貸
付
申
請
書　

 

・
戸
籍
謄
本

 

・
保
証
人
の
保
証
書

 

・
家
計
費
申
告
書

 

・
経
費
申
告
書

〈
申
込
締
切
〉12
月
17
日（
金
）

※
締
切
日
以
降
も
受
付
け
し
ま
す
が
、
資
金

交
付
時
期
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　

日
本
育
英
会
法
に
よ
る
奨
学
金
、

ま
た
は
む
つ
市
奨
学
金
貸
付
条
例
に

よ
る
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
３
・４
１
４

お
は
な
し
の
木 

『
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
』

※
『
お
は
な
し
の
木
』メ
ン
バ
ー
募
集
…
読
み
聞
か

せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク『
お
は
な
し
の
木
』に
入
っ
て

読
み
聞
か
せ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

読
み

聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
お
は
な
し
の
木
』が
生
ま
れ

て
３
か
月
た
ち
ま
し
た
。
毎
週
土
曜
日
、
午

後
２
時
か
ら
図
書
館
で
お
は
な
し
会
を
や
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
、
聞
い
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
続
け
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
が
増
え

れ
ば
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
の

で
、
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
立
図
書
館

�

28

－

３
５
０
０

【
玉
掛
け
】（
15
名
）

〈
学
科
〉・
（
下
北
文
化
会
館
）

１
月
12
日（
水
） ・
13
日（
木
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

〈
実
技
〉・
（
野
村
建
設
㈱
資
材
セ
ン
タ
ー
）

１
月
14
日（
金
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

【
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
】（
15
名
）

〈
学
科
〉・（
下
北
文
化
会
館
）

１
月
19
日（
水
） ・
20
日（
木
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

〈
実
技
〉・（
野
村
建
設
㈱
資
材
セ
ン
タ
ー
）

１
月
21
日（
金
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

〈
受
講
資
格
〉

出
稼
労
働
者
・
出
稼
労
働
希
望
の
方

〈
受
講
料
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・
出
稼
労
働
者
手
帳

 

・
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

 

・
写
真（
縦
30
㎜
×
横
24
㎜
、
正
面
、

脱
帽
、
上
三
分
身
、
背
景
無
地
、

裏
面
に
氏
名
を
記
入
す
る
）

〈
申
込
期
間
〉

11
月
29
日（
月
）〜
12
月
24
日（
金
）

（
土
・
日
、
祝
日
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
公
共
職
業
安
定
所
⑥
番
窓
口

�

22

－

１
３
３
１

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

　

出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
が
、
作
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
明
る
い
就
労
が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
と
お
り
技
能
講

習
を
実
施
し
ま
す
。

（２００４年・第５９５号）
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・
天 明 の 密 偵

よろづ春夏冬（あきない）中

ゆ め つ げ

永 仁 の 壷

× ゲ ー ム

沙門空海唐の国にて鬼と宴す　巻ノ４

横溝正史探偵小説コレクション１

ミ ス テ リ 十 二 か 月

キ ノ の 旅 ８

ラ ブ レ タ ー

狂 気

ゴ ー ル デ ン・ サ マ ー

文学刑事サーズデイ・ネクスト２

２４ Twenty four 上・中・下

ドラゴンランス伝説１～４

変 ？

そ れ か ら ど う な る

も り の こ え

きみはほんとうにステキだね

家族はチームだもっと会話をしろ！

データブック世界各国地理

信州自然と学びのガイド

パソコンで開く数の不思議世界

水 滸 伝 ２

星 空 か ら 来 た 犬

セ ブ ン ス タ ワ ー ５

伝 説 の 宝 石

マリア探偵社奇怪なマンション

マリア探偵社危険なクリスマス

マリア探偵社謎のダイアモンド

マリア探偵社迷宮アイランド

忍 者 Ｋ Ｉ Ｄ Ｓ　 ６・ ７

新シェーラひめのぼうけん炎の少女

中 世 十 三 湊 の 世 界

太 宰 治 変 身 譚

上 海 異 人 娼 館

中 津 文 彦

長　野　まゆみ

畠 中 　 恵

村 松 友 視

山 田 悠 介

夢 枕 　 獏

横 溝 正 史

北 村 　 薫

時雨沢　恵　一

オ　 ス ヨ ン

ハ ・ ジ ン

ダニエル・ネイサン

ジャスパー・フォード

ジョエル・サーナウ

マーガレット・ワイス

中　村　うさぎ

佐 藤 愛 子

田 代 千 里

宮 西 達 也

斎 藤 　 孝

竹 内 啓 一

増 村 征 夫

飯 高 　 茂

施 　 耐 庵

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ

ガース・ニクス

タモラ・ピアス

川 北 亮 司

川 北 亮 司

川 北 亮 司

川 北 亮 司

斉 藤 栄 美

村 山 早 紀

青 森 県 市 浦 村

出 口 裕 弘

寺 山　 修 司

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】

12月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

は休館日です。

心と体が軽くなるトラウマセラピ－

健康モーツァルト療法

統合失調症の疑問に答える本

こ れ っ て ヘ ン？

歯 の 健 康 学

身のまわりの危ないことＱ＆Ａ

ベ ビ ー サ イ ン

共 に 生 き る 道

佐光さんちのなるほどエコ生活

大 満 足 の 温 泉 ＆ 宿 東 北 '05

インテリアのセンスを磨く１７２のルール

日陰の庭とベランダ園芸レシピ

ひと味ちがう筆遊びの年賀状

『ひとりの時間』を楽しむ本

ヒ ロ シ で す 。

浄 瑠 璃 素 人 講 釈　 上

西部劇（ウェスタン）への招待

ブ ル ー タ ワ ー

海 の 仙 人

魔 王 城 殺 人 事 件

間 宮 兄 弟

別れの後の静かな午後

偽 り の 館

夏 の 名 残 り の 薔 薇

庭 の 桜、 隣 の 犬

あの夏、風の街に消えた

蛍 坂

七 月 七 日

ワーキングガール・ウォーズ

金 毘 羅

ミ ル ク

乱 気 流　 上・ 下

霊 鬼 頼 朝

雀

ナ ラ・ レ ポ ー ト

鈴 木 健 治

和 合 治 久

福 西 勇 夫

赤 枝 恒 雄

江 藤 一 洋

電力中央研究所

近 藤 禎 子

沼 野 尚 美

佐 光 紀 子

Ｊ Ｔ Ｂ

温 井 明 子

竹　沢　紀久子

森 　 千 景

吉 元 由 美

ヒ ロ シ

杉　山　其日庵

六人のガンファイター

石 田 衣 良

糸 山 秋 子

歌 野 晶 午

江 国 香 織

大 崎 善 生

折 原 　 一

恩 田 　 陸

角 田 光 代

香 納 諒 一

北 森 　 鴻

古 処 誠 二

柴　田　よしき

笙 野 頼 子

大 道 珠 貴

高 杉 　 良

高 橋 直 樹

谷 村 志 穂

津 島 佑 子

【 健 康・ 生 活 】

【 芸術・スポーツ 】

【  文 学  】

実践型レファレンス・サービス入門

小 説 の 終 焉

経 営 者 の 条 件

悩 め る 自 衛 官

天声人語　２００４年１月－６月

地 球

太 平 洋 探 検 １

東 ア ジ ア 世 界 と 日 本

ももこの７０年代手帖

百 寺 巡 礼　 第 ６ 巻

日 本 夜 景 遺 産

日本全国ふるさとアンテナショップめぐり

性 転 換 す る 魚 た ち

へ ん な い き も の

内側から見た富士通『成果主義』の崩壊

おばあちゃんに水着を売る方法

堀江貴文のカンタン！儲かる会社のつくり方

報道は何を学んだのか

人生行路の護符『般若心経』

人生における成功者の定義と条件

アジアの安全保障　２００４－２００５

マ イ ラ イ フ　 上・ 下

反 ブ ッ シ ュ イ ズ ム ３

女 性 天 皇 論

い の ち の 絆

簡単な手続きでお金が戻ってくる本　２００４年度改訂版

年 金 を 問 う

自己ＰＲ＆志望動機黄金の勝ちパターン　２００６年版

労 働 基 準 法

スカーフ・ストール・マフラーの結び方

手作り大好きドールハウス

いも大好き！子どもに人気のいも料理

めちゃ早！手づくりおやつ

30days of napkin folding

斎 藤 文 男

川 西 政 明

大 沢 武 志

三 宅 勝 久

朝日新聞論説委員室

三 木 幸 蔵

ク ッ ク

歴史教育者協議会

さくら　ももこ

五 木 寛 之

丸 々　 も と お

ふるさとグルメ食い倒れ隊

桑 村 哲 生

早 川　 い く を

城 　 繁 幸

国 友 隆 一

堀 江 貴 文

河 野 義 行

野 村 春 眠

村 上 　 竜

平和・安全保障研究所

ビル・クリントン

アンドリュー・デウィット

中 野 正 志

全国トンネルじん肺補償請求団

家計を支援する市民勉強会

保 坂 展 人

松　下　佐知子

林 　 和 彦

和 田 洋 美

草 道 琴 美

食べもの文化編集部

学 研

セナラトネなつ子

【 図書・評論・心理学 】

【 歴 史・ 紀 行 】

【 社 会・ 教 育 】

【 手 芸・ 料 理 】
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（２００４年・第５９５号）

下北文化会館・大ホール12月の催し物案内

低くなっているアメリカ

　最近、アメリカ人が平均的に太っていることは多分世界の

ほとんどの人々に知られていると思います。また、太るだけ

でなく身長も低くなっています。

　この驚くことはハンガリー出身のジョン・コムロス (John 

Komlos) という人類学者に発見されました。コムロス博士と

彼の生徒たちが1990年代から世界のほとんどの国から大勢

の男性の身長を研究したり、様々な国の軍隊の昔から現在ま

での入隊記録を調べたりしました。そして、その資料により

国の時代による身長の傾向を計算しました。その研究の成果

ではアメリカ以外、20世紀の前半から世界中すべての工業化

した国の男性の身長がどんどん伸びています。アメリカの場

合はそんなに大きい違いではありませんが、ほかの国民と比

べたら、どんな小さい減少でも確かに不思議なことです。こ

の理由を調べるためにコムロス博士とほかの科学者が今オラ

ンダ人とオランダ事情をよく研究しています。なぜなら、現

在のオランダ人の男性の身長の平均が世界一高いのですが、

100年前はオランダ人がヨーロッパの中で一番背の低い人々

でした。これは一体どうしてでしょうか。

　伝統的に身長や体重が皮膚の色と同じように人種の特性と

よく思われていましたが、最近これが当てにならないという

ことが発見されました。日本や韓国の若者はアメリカの若者

の身長に近づいてきましたし、外国から移住すると、２～３

世代後の子孫は移住後の国の平均的な身長になります。しか

し、不思議な例外が一つあります。アフリカ南部のサバンナ

に住んでいるブッシュマンという狩猟民族は遺伝子のせいで

元々背が低く、食事や周囲の状態が変化しても、なかなか伸

びないそうです。この理由はまだだれも分かりませんが、今

まで科学者にあまり研究されていないそうです。

　国民の身長の平均に影響を挙げることがまだ全部分かりま

せんが、コムロス博士たちは簡単に大きな四つのことに深い

関心を持っているそうです。それは国の経済、国民の平等、

食事と生活ということです。食事と生活は当然のことかもし

れませんが、経済の悪い場合では生活が苦しくなって、食糧

も少なくなります。そして、上流階級と下層階級の違いが大

きい国では、経済がよくても、上級階級の場合の方が普通に

良くなりながら、下層階級は経済の影響を受けなく、子ども Ｔ .Ｊ

が成長するための栄養が足りません。ヨーロッパは中世時代

の封建制度のため、ローマ帝国時代よりヨーロッパの国民生

活は苦しくなり、背が低くなりました。歴史者によると、中

世時代ヨーロッパの甲冑を見るとこんなことがすぐ分かるそ

うです。軍人の甲冑が世紀によって大きさが変わり、一番小

さいのは13～14世紀でした。

　20世紀前のオランダは特に階級の区分がありましたし、

ヨーロッパの国々の中で、オランダ人がとても貧乏していま

した。しかし、20世紀の間に民主政府ができましたし、社会

的な健康管理が良く発展されました。妊娠している女性が無

料の胎児期医療を受けられます。さらに、オランダはたくさ

んの乳製品を作りますので、コムロス博士はオランダ人の健

康の場合が特にいいと言いました。

　今、オランダだけではなく、ドイツやイギリスの人もアメ

リカ人より高いです。工業化した国の中でアメリカの上流階

級と下層階級の差がかなり大きいですので、最初、コムロス

博士はそんなことと関係があると思って全ての階級の人を研

究しましたが、意外に階級による差がなさそうでした。コム

ロス博士が研究を発表してから、医者や科学者が注目して、

今、理由を探しています。よく信じられている原因はアメリ

カ人の食事ということです。現在、アメリカの食糧の中でジャ

ンクフードの量が増えてきましたし、スーパーなどの普通の

食べ物でも砂糖、油や栄養のない物がたくさん入っています。

子どもにとって朝ご飯が一番大切な食事なのですが、シリア

ルなど朝の食べ物は砂糖が一番多い材料なのです。最近、ア

メリカの両親もよく仕事をしていますので、子どものために

ちゃんとした食事を作ることがめんどうでなかなか作る時間

が少ないため、マクドナルドのようなファストフードレストラ

ンで食べます。そのうえ、子どもも大人も、野菜や果物の量

が少なくなってきました。

　この現象の理由がまだ確かに分かりません

が、ほかの形跡も含めて、食べ物と関わりを

持つことの可能性が高そうです。この研究の

発表につれて変化が起こったらいいと思いま

す。

�４日 （土）・５日（日） …………………《自由席／大人 1,000 円・小人 500 円》

 劇団未来半島創立 20周年記念公演『下北半島独立記念日～ガンコウランは知っていた～』

�11 日 （土）13:30 ～ ………………………………………………… 《入場無料》

 劇団『希望』発表会【田名部高校演劇部招待公演】

�12 日 （日）10:00 ～ 12:00 ………………………………………… 《入場無料》

 劇団『希望』発表会

�18 日 （土）9:30 ～ 11:30…………………………………………… 《入場無料》

 平成 16 年度 大湊幼稚園お遊戯会

�19 日 （日）14:00 ～ 16:00 …………《自由席／一般 1,000 円・中高生 500 円》

 むつ・下北『第九』を歌う会

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411
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あおもり県民カレッジは

いつでも、だれでも入学できます

イ ベ ン ト 情 報
イベント 開催地 期　　日 お問い合わせ 電話番号

竹 久 夢 二 展 青 森 市 12月５日まで 青森市民美術展示館 017-773-1770

縄文時遊館開館２周年イベント 青 森 市 11月 27日～ 28日 縄 文 時 遊 館 017-766-8282

追手門広場のクリスマス 弘 前 市 12月１日～ 25日 弘前市立観光館 0172-37-5501

ヨールプッキまつり 岩 崎 村 12月 11日～ 12日 サンタランド白神 0173-77-3311

裸 参 り 五 戸 町 12月 31日 五戸町教育委員会 0178-62-2111

（２００４年・第５９５号）

～いつでも・どこでも・だれでも～～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり生涯学習のまちづくり
生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで

生涯学習課生涯学習課 ��22-1111内線 73222-1111内線 732 市公民館市公民館 ��24-122424-1224

保健体育課保健体育課 ��22-1111内線 74222-1111内線 742 市立図書館市立図書館 ��28-350028-3500

　

10
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
青

森
県
民
カ
レ
ッ
ジ
主
催
の
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ア
２
０
０
４
『
大
学
公
開
講
座
ま

つ
り
』が
下
北
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
弘
前
大
学
や
青
森
保
健
大
学
の

先
生
方
に
よ
る
講
義
を
生
で
受
講
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
、
質
問
等
も
多
数
出
る

有
意
義
な
講
座
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
公
開
講
座
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
公
民
館
等
で
定
期
的
に
開
か

れ
て
い
る
市
民
大
学
講
座
や
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
、
あ
お
も
り
県
民
カ

レ
ッ
ジ
の
認
定
講
座
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
は
い
つ
で

も
、
ど
な
た
で
も
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
と
い
う
目
標

を
も
っ
て
生
涯
学
習
に
取
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　

入
学
に
は
年
令
や
職
業
、
性
別
な
ど

に
よ
る
制
限
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
順
を
追
っ
て

説
明
す
る
と
…

①
入
学

　

入
学
申
請
書
を
提
出
す
る
と『
県
民

カ
レ
ッ
ジ
手
帳
』が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
講
座
を
選
ぶ

　

学
習
の
場
と
な
る
の
は
、
カ
レ
ッ

ジ
認
定
講
座
と
な
っ
て
い
る
講
座
や

講
演
会
、
連
携
施
設
見
学
等
で
す
。

　

例
え
ば
、

 

・
市
民
大
学
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

 

・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

 

・
放
送
大
学

 

・
県
内
の
博
物
館･

美
術
館
等
の
施
設

見
学
や
体
験
学
習

 

・
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
学
習

 

・
ビ
デ
オ
学
習
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
講
座
か
ら
好
き
な
も

の
を
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
選
び

ま
す
。

③
講
座
を
受
け
る

　

講
座
実
施
機
関
へ
直
接
申
込
み
ま
す
。

　

講
座
を
受
け
た
後
、
受
講
証
明
の

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

受
講
内
容
、
取
得
単
位
は
自
分
で

記
入
し
ま
す
。

④
卒
業
す
る

　

150
単
位
で
卒
業
と
な
り
『
あ
お
も

り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
証
書
』が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

卒
業
ま
で
の
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
目
的
の
あ
る
生
涯
学
習
を
！

の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
卒
業
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
費
用
に
つ
い
て

　

入
学
金
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

申
込
み
時
に
か
か
る
切
手
代
や
、
講

座
・
講
演
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
学
遊

ト
ピ
ア
あ
お
も
り
』の
購
入
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

�

０
１
７

－

７
６
２

－

１
１
３
１

�http://alis.net.pref.aom
ori.jp　

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
３
２
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む
つ
市
大
平
に
あ
る
大
平
遺
跡
は
、

大
荒
川
沿
い
に
あ
り
、
第
一
生
命
保
険

相
互
会
社
の
背
後
に
あ
る
稲
荷
神
社
一

帯
の
畑
地
が
遺
跡
で
す
。

　

大
平
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
前
期

（
約
５
千
年
〜
４
千
５
百
年
前
）の
円
筒

下
層
ｄ
式
土
器
が
知
ら
れ
て
お
り
、
採

集
品
は
む
つ
市
文
化
財
収
蔵
庫
に
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
一
片
、
縄
文
時
代
早
期

の
土
器
も
採
集
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
早
期
の
土
器
は
７
〜
８
千
年

前
の
も
の
で
、
東
通
村
野
牛
沼
の
ほ
と

り
に
あ
る
吹
切
沢
遺
跡
の
出
土
土
器
を

標
準
と
す
る
吹
切
沢
式
土
器
で
す
。
良

好
な
遺
物
の
包
含
層
に
あ
た
れ
ば
、
再

び
こ
の
土
器
に
め
ぐ
り
逢
う
と
思
い
ま

す
の
で
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
発
掘
し
て

み
た
い
遺
跡
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

む
つ
市
の
遺
跡
探
訪
（
40
）

〜 

大
平
遺
跡 

〜

日
本
考
古
学
協
会
会
員
・
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

橘　
　
　

善　

光

大平遺跡

（２００４年・第５９５号）

春　

夏　

秋　

冬

・
寺
庭
の
め
を
と
の
公い

ち

ょ

う

孫
樹
黄も

み
じ葉

し
て
入
日
に
映
ゆ
る
荘
厳
仰
ぐ

本　

山　

彦　

司

・
高
々
と
潮
吹
岩
は
潮
を
吹
き
日
本
海
の
秋
空
は
澄
む

高　

橋　

や
す
子

・
遠
縁
の
老
い
独
り
に
て
育
て
た
る
林
檎
届
き
ぬ
い
っ
ぱ
い
の
蜜

森　

山　

孝　

子

・
ひ
さ
び
さ
に
『
は
や
て
』
の
窓
よ
り
岩
手
山
猛た
け

く
雄お

お々
し
く
聳そ
び

ゆ
る
を
見
つ

山　

本　
　
　

格

・
末

枯

や

峡

の

家

並

み

燈

し

ご

ろ

 

木　

村　

芳　

雄

・
末

枯

の

庭

で

作

業

の

一

日

か

な

 

三　

上　

敦　

子

俳　句 短　歌

　

 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
希
望
品
…
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
足
踏

み
ミ
シ
ン

 

・
不
用
品
…
室
内
用
す
べ
り
台

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�
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－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

紹介します！【宝くじ助成事業】
地域の祭りを担っている『新盛組』と『巳貴会』の

２団体が、㈶自治総合センターの行なっている

平成16年度宝くじ助成事業により助成を受け

ました。新盛組は袢纏、提灯など、巳貴会は

発電機、テントなどを揃え、今後さらに地域の

祭りを盛り上げようと意気込んでいます。

〈詳しくは〉

市広報広聴課 �22-1111内線 253巳貴会（購入した提灯） 新盛組（田名部まつり～五車別れの様子～）

老人クラブ『川守三楽会』と『川守神楽会』が
陽幸園を慰問しました

　去る11月７日（日）、老人クラブ『川守三楽会』

と『川守神楽会』が、陽幸園を慰問しました。

　獅子舞や神楽を披露したあと、園生たちと

一緒に『おしまこ流し踊り』を踊り、和やかなひ

とときを過ごしました。

う
ら
が
れ

う
ら
が
れ

か
い

ひ
と
ひ



( 1 0 )

（２００４年・第５９５号）

新

年

祝

賀

会

　

平
成
17
年
新
年
祝
賀
会
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
春
の
爽
や
か
な
と
き
に
、

広
く
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
未
来
あ
る
『
む
つ
市
』

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉１
月
７
日（
金
）・
午
後
６
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

〈
参
加
費
〉３
千
円

〈
申
込
締
切
〉12
月
15
日（
水
）厳
守

※
締
切
日
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
名
簿
に
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
先
〉

む
つ
商
工
会
議
所
総
務
課

�

22

－

２
２
８
１

市
広
報
広
聴
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
２

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
商
工
会
議
所
総
務
課

�

22

－

２
２
８
１

劇
団
未
来
半
島
創
立
20
周
年
記
念
公
演

下
北
半
島
独
立
記
念
日

〜
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
は
知
っ
て
い
た
〜

　

地
殻
変
動
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
莫
大

な
金
に
覆
わ
れ
た
下
北
半
島
は
、
今

は
ひ
と
つ
の
島
と
し
て
日
本
か
ら
独
立

し
、
シ
モ
キ
タ
ン
国
と
な
っ
た
。
そ
の

近
く
の
小
さ
な
離
れ
島
の
島
民
は
、
金

に
あ
ふ
れ
る
シ
モ
キ
タ
ン
に
属
す
べ
き

か
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
シ
モ
キ
タ
ン
の

金
に
は
隠
さ
れ
た
謎
が
！ 

そ
し
て
島

の
岩
高
蘭
の
秘
密
と
は
！ 

吉
本
新
喜

劇
ば
り
の
ド
タ
バ
タ
大
笑
い
の
舞
台
に

未
来
半
島
が
挑
み
ま
す
！

〈
い
つ
〉

12
月
４
日（
土
）・
午
後
６
時
30
分
〜

12
月
５
日（
日
）・
午
後
２
時
〜

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
チ
ケ
ッ
ト
〉

大
人
…
１
千
円　

小
人
…
５
百
円

〈
詳
し
く
は
〉

劇
団
未
来
半
島
事
務
局（
丸
二
物
産
内
）

�
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－

２
０
４
８

〈
売
払
物
件
お
よ
び
価
格
〉

 

・
旧
海
老
川
教
職
員
住
宅
跡
地

　

物
件
①
三
四
四
・
〇
四
㎡（
一
〇
四
・
〇
七
坪
）

価
格
七
、三
七
〇
、
〇
〇
〇
円

　

物
件
②
三
三
六
・
一
七
㎡（
一
〇
一・六
九
坪
）

価
格
七
、二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　

物
件
③
三
五
六
・
〇
五
㎡（
一
〇
七・七
〇
坪
）

価
格
七
、九
一
〇
、
〇
〇
〇
円

公
募
抽
選
で
市
有
地
を
売
払
い
し
ま
す
（
３
物
件
）

〈
申
込
み
の
資
格
〉

　

む
つ
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
、
ま
た
は
む
つ
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
。

〈
申
込
み
の
条
件
〉

　

個
人
の
場
合
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１

物
件
、
法
人
の
場
合
は
１
社
に
つ
き
１

物
件
の
申
し
込
み
と
す
る
。
ま
た
、
２

名
以
上
の
連
名
（
共
有
）で
申
込
み
す
る

場
合
は
、
個
人
ま
た
は
法
人
と
し
て
単

独
で
申
し
込
み
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〈
受
付
期
間
〉

12
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

※
た
だ
し
土
・
日
曜
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

〈
申
込
み
に
必
要
な
書
類
〉

 

・
公
開
公
募
抽
選
参
加
申
込
書

 

・
個
人
の
場
合
は
市
町
村
長
が
発
行
す

る
身
分（
身
元
）証
明
書

 

・
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿
謄
本

〈
受
付
場
所
〉市
管
財
課
管
財
係

〈
当
選
者
の
決
定
方
法
〉

　

複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
当
選
者
を
決
定
。

〈
抽
選
日
時
〉12
月
17
日（
金
）

〈
抽
選
会
場
〉市
役
所
北
庁
舎
会
議
室

〈
抽
選
会
場
に
持
参
す
る
も
の
〉

 

・
公
開
公
募
抽
選
参
加
証

※
印
鑑
、
現
金
等
は
不
要
で
す
。

〈
契
約
締
結
〉

当
選
決
定
の
日
か
ら
７
日
以
内

〈
契
約
保
証
金
〉

契
約
金
額
の
１
／
10
以
上

〈
所
有
権
移
転
〉

　

売
買
代
金
納
入
後
、
市
に
お
い
て

嘱
託
登
記
を
行
な
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
費
用
等
〉

　

売
買
契
約
書
に
貼
り
付
け
る
収
入

印
紙
お
よ
び
所
有
権
移
転
登
記
の
際

に
必
要
な
登
録
免
許
税（
収
入
印
紙
）

等
は
、
す
べ
て
契
約
相
手
方
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
管
財
課
管
財
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
１
７
２
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（２００４年・第５９５号）

【クリスマスイベントのご案内】
　むつ科学技術館では、12月18・19日の２日間にわたり、

クリスマスイベントを開催します。次のイベントを行ない

ますので、冬休みの楽しい思い出づくりに、ご家族やお友

達とぜひ遊びに来てくださいね！

　また、当日来館してくれたちびっこ先着100名様に、素

敵なプレゼントを用意していますので楽しみにしていてく

ださい。

☆ビデオ上映

 ①10:00～　『くまのコールテンくん』

 ②12:00～　『まほうつかいのノナばあさん』

 ③15:00～　『すてきな３にんぐみ』

☆ちびっこ工作教室　

　『フォーク＆スプーンをつくろう』（両日、定員各30名様）

　　《受付時間》 18日…9:30～15:30

  19日…9:30～10:30 ／ 11:40～15:30

※キットがなくなり次第、別工作で対応しますのでご了承ください。

　　《開催場所》１階ロビー・つくってたいけん工作コーナー

　

☆探求コーナー　＊19日のみの開催となります。

　『超低温の世界を調べよう』　

　　《開催時間》 11:00～11:30

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

釜
臥
荘
『
料
理
交
流
会
』

　

釜
臥
荘
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め『
料
理
交
流
会
』を
開

催
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉12
月
８
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉県
立
釜
臥
荘

〈
ど
ん
な
〉

①
そ
ば
作
り　

②
試
食
、
意
見
交
換
会

〈
対
象
〉む
つ
市
在
住
の
方

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
申
込
方
法
〉

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

県
立
釜
臥
荘

�
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－

４
５
１
４

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

県
営
住
宅
へ
の
入
居
申
し
込
み
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

12
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

〈
入
居
予
定
日
〉２
月
１
日（
火
）

〈
募
集
す
る
住
宅
〉

 

・
昭
和
団
地
…
…
…
３
Ｄ
Ｋ（
１
戸
）

 

・
金
谷
団
地
…
…
…
２
Ｄ
Ｋ（
１
戸
）

 

・
中
央
団
地
…
…
…
２
Ｄ
Ｋ（
１
戸
）

〈
選
考
方
法
〉

　

入
居
資
格
を
審
査
の
う
え
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
に
よ
り

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

む
つ
市
民
大
学
〈
基
本
コ
ー
ス
〉

〈
い
つ
〉12
月
９
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館
講
堂

〈
テ
ー
マ
〉

山
村
の
暮
ら
し
か
ら
考
え
る
森
と
人
の
関
係

〈
講
師
〉青
森
大
学
経
営
学
部
産
業
デ
ザ
イ
ン
学
科

助
教
授　

田　

村　

早　

苗　
氏

〈
受
講
料
〉無
料

※
市
民
大
学
で
は
受
講
登
録
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
市
民
大
学
登
録
者
以
外
の
方
で
も
聴
講
で

き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�
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－

１
２
２
４

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

　

中
堅
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
随
時
募
集
中
で
す
。

〈
概
要
〉

県
営
住
宅
中
央
団
地
内

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
77
㎡
）

家
賃
月
額
６
万
３
千
円（
共
益
費
別
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�
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－

８
５
８
１
内
線
２
７
５
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む
し
歯
の
母
子
感
染
っ
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

お
母
さ
ん
の
む
し
歯
が
、
子
ど
も
の

健
康
な
歯
を
お
び
や
か
す
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
。「
歯
磨
き
を
し
な
さ
い
！
」

と
怒
る
前
に
、
お
母
さ
ん
の
お
口
も

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

む
し
歯
の
も
と
と
な
る
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
菌
は
、
数
の
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
持
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
が
生
え

る
に
し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
形
で
唾

液
に
混
じ
っ
て
感
染
す
る
の
で
す
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
む
し
歯
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
一
切
し
な
い
、
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
の
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
を
減
ら
し
て
、

感
染
す
る
量
も
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　

普
段
接
す
る
機
会
の
多
い
大
人
や
、

兄
弟
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
む
し
歯
の

治
療
中
は
同
じ
ス
プ
ー
ン
や
ス
ト
ロ
ー

を
使
っ
て
飲
食
し
た
り
、
大
人
が
か
み

砕
い
た
も
の
を
与
え
る
こ
と
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
む
し
歯
な

の
に
、
子
ど
も
だ
け
が
健
康
な
歯
で
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。
改
め
て
ご
自
分
た
ち
の
生
活
習

慣
を
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

寝
る
前
に
飲
食
し
て
は
い
ま
せ
ん

か
？
歯
の
定
期
健
診
は
受
け
て
い
ま
す

か
？
子
ど
も
に
、
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
お

手
本
を
示
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

※
次
回
は
『
む
し
歯
予
防
対
策
そ
の
３　

歯

の
質
（
歯
の
強
さ
）』
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

歯
ッ
ピ
ー
通
信
④

〜
む
し
歯
予
防
対
策
そ
の
２　

ば
い
菌（
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
）に
つ
い
て
〜

む
つ
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

母
子
家
庭
『
母
と
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
』

〈
い
つ
〉12
月
19
日（
日
）午

前
10
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
３
階

〈
ど
ん
な
〉

・
ゲ
ー
ム
大
会

・
紙
芝
居

・
昼
食

・
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
対
象
〉

む
つ
市
内
の
母
子
家
庭
の
母
と
子

〈
参
加
費
〉１
家
族
・
500
円

〈
申
込
方
法
〉

　

12
月
15
日（
水
）ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

大
嶋
�

29

－

２
３
７
３

奈
良
�

22

－

７
０
７
３

座
正
�

24

－

１
６
６
２

親
子
の
楽
し
い
料
理
教
室

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
し
な
が
ら
、
良

い
食
習
慣
に
つ
い
て
体
験
学
習
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ホ
タ
テ
貝
柱
を
使
っ

た
『
花
シ
ュ
ウ
マ
イ
』と
家
庭
料
理
に
欠

か
せ
な
い
『
含
め
煮
』で
す
。
当
日
は
栄

養
士
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。
誘
い
合
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

①
12
月
19
日（
日
）・
市
公
民
館

②
１
月
15
日（
土
）・
下
北
文
化
会
館

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

〈
定
員
〉①
15
組
・
②
20
組

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉12
月
15
日（
水
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

中
美
�

29

－

４
１
０
４

＝燃料価格ニュース＝
11月１日現在　平均価格（税込）

今月の平均 価格の幅 前月平均
《 灯 油 》 ☆ 1 ローリー価格 53円 50～58 （53円）

☆ 18 配達価格 967円 900～1,044 （966円）
《ＬＰガス》 ☆ＬＰガス５ｍ3 4,086円 3,990～4,252 （4,086円）

☆ＬＰガス 10 ｍ3 6,567円 6,405～6,668 （6,567円）
《ガソリン》 ☆レギュラー１ 現金 115円 109～124 （115円）

☆軽油１ 現金 91円 85～98 （91円）
※ むつ市消費者の会モニター調べ
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★ 3日（金）

 県立大湊高等学校

★８日（水）

 東北電力株式会社むつ営業所

 航空自衛隊大湊分屯基地

★ 26日（日）

 アークスプラザ中央店

　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

中央レディスクリニック
小 野 胃 腸 科 内 科 医 院
角 田 整 形 外 科 医 院
桝 田 医 院
菊 池 医 院
佐 藤 小 児 科 医 院
北 村 医 院

☆　５　日（日）
☆ 12 日（日）
☆ 19 日（日）
☆ 23 日（祝）
☆ 26 日（日）
☆ 30 日（木）
☆ 31 日（金）

12 月 の 在 宅 当 番 医

赤ちゃん教室（こころ）

生後４か月～９か月になるまでの乳児が対象です。
場所は下北文化会館集会娯楽室。

12 月 15 日（水）
13:10 ～ 13:20

10 か月児健康診査

平成16年２月生まれの乳児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

12 月 17 日（金）
12:40 ～ 12:50

１才６か月健康診査

平成15年５月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

12 月 10 日（金）
13:00 ～ 13:20

２才児歯科健康診査

平成14年６月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

12 月３日（金）
13:00 ～ 13:20

３才児健康診査

平成13年６月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

12 月９日（木）
12:00 ～ 12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が
健康についてのご相談をお受けします。

12 月の健康相談（骨粗鬆症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が骨粗鬆症につ
いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線 443

毎週月曜日
13:00 ～ 15:00

毎週火～金曜日
13:00 ～ 15:00

12 月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成16年４月生まれおよび平成16年８
月生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

12 月 15 日（水）
10:10 ～ 10:20

� 24-3151
� 22-4717
� 22-7945
� 24-2629
� 24-1276
� 22-3828
� 22-2135

10:30～16:00

10:30～11:50

13:30～16:20

10:30～16:20

奥　内奥　内

きむら　ののかきむら　ののか　 　 ちゃんちゃん

（２００４年・第５９５号）
これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 12月３日

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 12月３日

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 12月21日

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00
ちばクリニック ……… 14:00～15:00

（接種時間14:00～15:30）　　
菊 池 医 院 ……… 13:30～14:30
どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30

　

市
健
康
推
進
課
で
は
、
み
な
さ
ま
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
『
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
講
演
会
』を

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
む
つ
保
健
所
主
催
の
『
心

の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
座
』
と
併
設
し
、

『
う
つ
病
の
特
徴
と
対
応
』
を
テ
ー
マ

に
、
医
師
が
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
う
つ
病
に
関
す
る
正

し
い
知
識
や
対
応
の
仕
方
等
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉12
月
７
日（
火
）午

後
２
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
テ
ー
マ
〉

『
う
つ
病
の
特
徴
と
対
応
』

〜
う
つ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
〜

〈
講
師
〉む
つ
総
合
病
院
精
神
科

副
部
長　

浜　

田　

美　

実　
氏

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
４
２

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
講
演
会 

〜
心
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
座
〜

12:45～13:30（昼食休憩）

12:30～13:30（昼食休憩）
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（２００４年・第５９５号）

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

　11月５日（金）／ （社）公済会より寄贈

　11月14日（日）／ 子育て支援ネットワーク『ひろば』　事務所壁画制作『色つけ公開作業』

　去る11月11日、むつ市消費者の会（会長・高島光枝）より、

むつ市社会福祉協議会に、10月２日・３日に行なわれた『第

36回みんなの消費生活展』の収益金の一部が寄付されました。

　11月11日（木）／ むつ市消費者の会より寄付

　去る11月５日（社）公済会より、地域協力事業の一環とし

て、市内の４つの『なかよし会』に、ＦＡＸ機能付き電話が寄

贈されました。

　去る11月14日、子育て支援ネットワーク『ひろば』の事務所壁画制作『色つけ公開作業』が行なわれました。

　事前に公募した原画に基づいて制作された、全長７メートルにおよぶ看板（壁画）に着色する作業で、参加者は約30名、

終始和やかな雰囲気の中、約２時間におよぶ作業は無事終了しました。

　完成した壁画は、子育て支援ネットワーク『ひろば』の事務所に設置される予定です。
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